
山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
六
十
五
号
　
　
平
成
二
十
年
六
月
二
十
六
日

三
七
三

�

身
体
障
害
者
を
対
象
と
し
た
平
成
二
十
年
度
山
梨
県
職
員
採
用
選
考
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

身
体
障
害
者
を
対
象
と
し
た
平
成
二
十
年
度
山
梨
県
職
員
採
用
選
考
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す

る
。平

成
二
十
年
六
月
二
十
六
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
小
　
　
澤
　
　
義
　
　
彦



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
六
十
五
号
　
　
平
成
二
十
年
六
月
二
十
六
日

三
七
四



三
七
五

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
六
十
五
号
　
　
平
成
二
十
年
六
月
二
十
六
日



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
六
十
五
号
　
　
平
成
二
十
年
六
月
二
十
六
日

三
七
六



三
七
七

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
六
十
五
号
　
　
平
成
二
十
年
六
月
二
十
六
日



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
六
十
五
号
　
　
平
成
二
十
年
六
月
二
十
六
日

三
七
八

教
育
委
員
会

'
落
札
者
等
の
決
定
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。
な
お
、
こ
の
公
告
は
、
千
九
百
九
十
四
年
四
月
十
五
日
マ
ラ
ケ

シ
ュ
で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
契
約
に
係
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
二
十
年
六
月
二
十
六
日

山
梨
県
教
育
委
員
会
教
育
長
　
　
廣
　
　
瀬
　
　
孝
　
　
嘉

一
　
落
札
に
係
る
借
入
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

山
梨
県
立
身
延
高
等
学
校
普
通
・
特
別
教
室
棟
他
仮
設
校
舎
の
賃
貸
借
　
一
式

二
　
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

山
梨
県
教
育
庁
学
校
施
設
課
計
画
整
備
担
当
　
山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号

三
　
落
札
者
を
決
定
し
た
日

平
成
二
十
年
六
月
十
一
日

四
　
落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

株
式
会
社
内
藤
ハ
ウ
ス
　
山
梨
県
韮
崎
市
円
野
町
上
円
井
三
一
三
九
番
地

五
　
落
札
金
額

七
千
八
十
五
万
円

六
　
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

七
　
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
公
告
を
行
っ
た
日

平
成
二
十
年
五
月
一
日

公
安
委
員
会

山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
四
号

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
六
月
二
十
六
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
丸
　
　
茂
　
　
紀
　
　
彦

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
九
号
中
「
犯
罪
被
害
者
対
策
」
を
「
犯
罪
被
害
者
支
援
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
三
（
見
出
し
を
含
む
。）、
第
二
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
中
「
犯

罪
被
害
者
対
策
室
」
を
「
犯
罪
被
害
者
支
援
室
」
に
改
め
る
。

「

「

別
表
第
一
警
務
の
部
中

犯
罪
被
害
　
犯
罪
被
害
者
対
策
　
犯
罪
被
害
者
対
策
　
　
を

犯
罪

者
対
策
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
支

」

被
害
　
犯
罪
被
害
者
支
援
　
犯
罪
被
害
者
支
援
　
　
に
改
め
る
。

援
室

」

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
公
安
委
員
会
告
示
第
八
十
一
号

信
号
機
の
設
置
、
車
両
の
通
行
禁
止
、
制
限
そ
の
他
の
交
通
規
制
（
昭
和
四
十
九
年
山
梨
県
公
安
委

員
会
告
示
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
と
お
り
改
正
し
、
関
係
道
路
標
識
等
が
設
置
又
は
撤
去
さ
れ
た

日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
山
梨
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
五
年
山
梨
県
公
安

委
員
会
規
則
第
七
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
二
十
六
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
丸
　
　
茂
　
　
紀
　
　
彦

別
表
第
三
中

「
四
五
五

南
ア
ル

中
巨
摩
郡
芦
安
村
芦
倉

大
型
乗

終
　
日

小
笠
五
七
・
一
〇
・
八

プ
ス
林

一
五
七
〇
番
地
先
（
村

用
自
動

原

四
二
号

道

営
ロ
ッ
ジ
入
口
）
か
ら

車
（
路

中
巨
摩
郡
芦
安
村
芦
倉

線
バ
ス

字
野
呂
川
入
一
六
八
五

を
除
く

番
地
先
（
広
河
原
分
岐

）

点
）
ま
で

（
二
二
、
六
三
九
メ
ー

ト
ル
）

」

を「
四
五
五

県
営
林

南
ア
ル
プ
ス
市
芦
安
芦

大
型
等

終
日

南
ア
平
成
二
〇
年
六
月
二



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
六
十
五
号
　
　
平
成
二
十
年
六
月
二
十
六
日

三
七
九

道
南
ア

倉
一
、
五
八
九
番
地
三

（
路
線

ル
プ
六
日

ル
プ
ス

先
（
山
の
神
三
差
路
）

バ
ス
を

ス

告
示
第
八
一
号

線

か
ら
南
ア
ル
プ
ス
市
芦

除
く
。

安
芦
倉
一
、
六
一
六
番

）

地
一
先
（
夜
叉
神
隧
道

ゲ
ー
ト
）
ま
で
（
六
、

五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）

」

に
、

「
四
六
五

南
ア
ル

中
巨
摩
郡
芦
安
村
芦
倉

大
型
、

終
　
日

小
笠
五
五
・
七
・
一
一

プ
ス
林

字
野
呂
川
入
一
、
六
八

大
型
特

原

三
〇
号

道

五
番
地
先
（
広
河
原
分

殊
自
動

岐
点
）
か
ら
中
巨
摩
郡

車
（
マ

芦
安
村
芦
倉
字
野
呂
川

イ
ク
ロ

入
一
、
六
八
五
番
地
先

含
む
。

（
北
沢
峠
長
野
県
境
）

）
（
但

ま
で

し
路
線

（
一
〇
、
〇
〇
〇
メ
ー

バ
ス
指

ト
ル
）

定
車
、

許
可
車

を
除
く

。）

」

を「
四
六
五

削
除

南
ア
平
成
二
〇
年
六
月
二

ル
プ
六
日

ス

告
示
第
八
一
号

」

に
、

「
七
〇
一

市
道

中
央
市
布
施
二
、
五
一

車
両
（

日
曜
、

南
甲
平
成
二
〇
年
五
月
二

四
番
地
先
（
田
富
電
話

軽
車
両

休
日
を

府

九
日

交
換
セ
ン
タ
ー
前
）
か

を
除
く

除
く
七

告
示
第
六
八
号

ら
中
央
市
布
施
二
、
五

。）

時
か
ら

二
六
番
地
先
ま
で
（
四

九
時
ま

五
メ
ー
ト
ル
）

で

」

を「
七
〇
一

市
道

中
央
市
布
施
二
、
五
一

車
両
（

日
曜
、

南
甲
平
成
二
〇
年
五
月
二

四
番
地
先
（
田
富
電
話

軽
車
両

休
日
を

府

九
日

交
換
セ
ン
タ
ー
前
）
か

を
除
く

除
く
七

告
示
第
六
八
号

ら
中
央
市
布
施
二
、
五

。）

時
か
ら

二
六
番
地
先
ま
で
（
四

九
時
ま

五
メ
ー
ト
ル
）

で

七
〇
二

県
営
林

南
ア
ル
プ
ス
市
芦
安
芦

車
両
（

終
日（

南
ア
平
成
二
〇
年
六
月
二

道
南
ア

倉
一
、
六
一
六
番
地
一

路
線
バ

六
月
二

ル
プ
六
日

ル
プ
ス

先
（
夜
叉
神
隧
道
ゲ
ー

ス
、
指

五
日
か

ス

告
示
第
八
一
号

線

ト
）
か
ら
南
ア
ル
プ
ス

定
す
る

ら
一
一

市
芦
安
芦
倉
一
、
六
八

タ
ク
シ

月
九
日

五
番
地
先
（
広
河
原
分

ー
を
除

ま
で
の

岐
）
ま
で
（
一
四
、
五

く
。）

間
）

〇
〇
メ
ー
ト
ル
）

七
〇
三

県
道
南

南
巨
摩
郡
早
川
町
奈
良

車
両
（

終
日（

南
ア
平
成
二
〇
年
六
月
二

ア
ル
プ

田
一
、
〇
五
〇
番
地
先

路
線
バ

六
月
二

ル
プ
六
日

ス
公
園

（
開
運
隧
道
ゲ
ー
ト
）

ス
、
指

五
日
か

ス

告
示
第
八
一
号

線

か
ら
南
ア
ル
プ
ス
市
芦

定
す
る

ら
一
一

南
部

安
芦
倉
一
、
六
八
五
番

タ
ク
シ

月
九
日

地
先
（
野
呂
川
橋
ゲ
ー

ー
を
除

ま
で
の

ト
）
ま
で
（
一
八
、
〇

く
。）

間
）

〇
〇
メ
ー
ト
ル
）

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
四
中

「
六
四
一

南
ア
ル

中
巨
摩
郡
芦
安
村
芦

三
四
、
一
六

車
　
両

三
十

小
笠
五
四
・
一

プ
ス
林

倉
字
西
河
東
七
三
四

〇

原

二
・
一
九

道

番
地
森
本
商
店
か
ら

五
一
号

中
巨
摩
郡
芦
安
村
芦

倉
字
野
呂
川
入
一
、



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
六
十
五
号
　
　
平
成
二
十
年
六
月
二
十
六
日

三
八
〇

六
八
五
番
地
北
沢
峠

長
野
県
境
ま
で

」

を「
六
四
一

県
営
林

南
ア
ル
プ
ス
市
芦
安

九
、
七
〇
〇

車
両

三
〇

南
ア
平
成
二
〇

道
南
ア

芦
倉
七
三
四
番
地
先

ル
プ
年
六
月
二

ル
プ
ス

（
森
本
商
店
）
か
ら

ス

六
日

線

南
ア
ル
プ
ス
市
芦
安

告
示
第
八

芦
倉
一
、
六
一
六
番

一
号

地
一
先
（
夜
叉
神
隧

道
ゲ
ー
ト
東
方
二
〇

〇
メ
ー
ト
ル
）
ま
で

の
両
側

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
七
中

「

六
二
五

南
ア
ル

中
巨
摩
郡
芦
安
村

二
四
、
一
六

車
両

終
日

小
笠
平
八
・
四

プ
ス
林

芦
倉
字
西
河
原
七

〇

（
道

原

・
一
八

道

三
四
番
地
先
（
森

路
管

告
示

本
商
店
）
か
ら
中

理
用

第
一
九
号

巨
摩
郡
芦
安
村
芦

車
、

倉
字
野
呂
川
入
一

工
事

、
六
八
五
番
地
先

用
車

（
広
河
原
分
岐
）

及
び

ま
で

林
業

○

道
路
管
理
用
車

用
車

と
は

を
除

①
林
道
の
管
理
に

く
。

係
る
車
両
（
パ
ト

）

ロ
ー
ル
車
）

②
林
道
の
維
持
修

繕
に
係
る
車
両

○

工
事
用
車
と
は

①
工
事
を
請
負
っ

て
工
事
す
る
車
両

②
直
営
で
道
路
の

維
持
工
事
を
す
る

車
両

○

林
業
用
車
と
は

①
森
林
の
管
理
に

係
る
車
両

②
林
業
及
び
治
山

事
業
に
係
る
作
業

及
び
工
事
関
係
車

両

」

を「
六
二
五

県
営
林

南
ア
ル
プ
ス
市
芦

九
、
七
〇
〇

車
両

終
日

南
ア
平
成
二
〇

道
南
ア

安
芦
倉
七
三
四
番

ル
プ
年
六
月
二

ル
プ
ス

地
先
（
森
本
商
店

ス

六
日

線

）
か
ら
南
ア
ル
プ

告
示
第
八

ス
市
芦
安
芦
倉
一

一
号

、
六
一
六
番
地
一

先
（
夜
叉
神
隧
道

ゲ
ー
ト
東
方
二
〇

〇
メ
ー
ト
ル
）
ま

で
の
両
側

」

に
改
め
る
。

別
表
第
二
十
五
中

「
一
一

南
ア
ル

中
巨
摩
郡
芦
安
村
芦
倉
字
御
勅

六
〇
〇

小
笠
五
四
・
一
二
・
一
九

プ
ス
林

使
川
入
旧
三
六
ヵ
町
村
入
会
一

原

五
一
号

道

、
六
八
六
番
地
柴
平
橋
西
方
一

〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
中
巨
摩
郡

芦
安
村
芦
倉
字
御
勅
使
川
入
旧

六
三
ヵ
町
村
入
会
一
、
六
八
六

番
地
栄
明
橋
西
方
一
〇
〇
メ
ー

ト
ル
ま
で
の
間
（
夜
叉
神
方
面

か
ら
芦
安
村
々
営
ロ
ッ
ジ
方
面

へ
片
側
）

」



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
六
十
五
号
　
　
平
成
二
十
年
六
月
二
十
六
日

三
八
一

を「
一
一

削
除

南
ア
平
成
二
〇
年
六
月
二

ル
プ
六
日

ス

告
示
第
八
一
号

」

に
、

「
一
四

県
　
道

南
巨
摩
郡
早
川
町
奈
良
田
地
内

三
〇

鰍
沢
五
六
・
一
一
・
九

野
呂
川

（
広
河
内
橋
）
か
ら
南
巨
摩
郡

五
五
号

波
高
島

早
川
町
奈
良
田
地
内
（
開
運
隧

停
車
場

道
南
方
）
ま
で

線

」

を「
一
四

削
除

南
部
平
成
二
〇
年
六
月
二

六
日

告
示
第
八
一
号

」

に
改
め
る
。



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
六
十
五
号
　
　
平
成
二
十
年
六
月
二
十
六
日

三
八
二


